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By Musser-Grimm’s Method, I investigated the balance of the humoral active 

substances to the autonomic nervous system in the blood of rabbits in anaphylactic 

shock and reached the following conclusions : 

( 1 ) The blood of normal rabbits ca凶巴dalmost no change in the tonus or 

movement of the isolated duodenum of a rabbit. 

( 2 ) After sensitization with oxserum or albumen the blood of rabbits gra-

dually became cholinergic. 

( 3 ) During anaphylactic shock ca凶 edby resensitization with these antigens, 

the blood of rabbits showed a marked adr巴nergicreaction. 

( 4 ) The adrenergic blood in anaphylactic shock de五nitely contained an 

increased quantity of adrenalin-like substance. 

( 5 ) The change of the blood to adrenergic during anaphylactic shock did 

not occur in the rabbits whose adrenal glands had previouly been excised. 

( 6 ) whenever acetylcholin or histamin was injected the balance of the 

humoral active substances in the blood became adrenergicinst as in anapylactic shock. 

( 7) A small amount of acetylcholine (1-2) inj 

no change in the balance of the humoral substances in the blood of rabbits, whereas 

a large amount (looo・2000)of acetylcholine injected into the blood vessel caused 
an immediate change of the blood to adrenergic. 

( 8 ) Curare was injected into rabbits su伍ciently sensiti沈 d with anti-gen, 

then the rabbits were resensitised. 

They went into shock without convulsions, and the blood was not ad1官 iergic.

’Therefore, excitation of the adrenal medulla and convulsions play the major 
rol巴 inthe occurrence of adrenergic blood in shock. 

( 9 ) The excitation of the adrenal medulla in anaphylactic shock is not due 

to the direct action of the antigens on the adrenal gland through the blood circu-

lation, but chie但yto the nervous stimulation from the muscle spasm through adrenal 
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nerves. 
(IO) The quantity of cholinesterase in rabbit’s serum tended to decrease 
slightly with sensitisation and greatry with resensitisation. From this fact alone 

we .cannot explain the mechanism where by adrenergic blood appeared following 

resensitization. 
(11) The convulsion due to the stimulation of the nervous center by cardiazol 

injection also caused the adrenergic blood, but the degree was very slighter than 

the anaphlactic case. 
This suggests that there are some other elements beside the muscle spasm which 
cause the adrenergic blood. 

Probably the fall of blood pressure in the anaphlactic shock stimulates the 

presso-receptors in the carotid sinus or aorta and also results in the reflex adrenalin 
secretion. 
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第5章 ヒスタミンショッタ時に於ける血中液性作

用物質の消長

第6章感作家兎及びアナブ 4ラキーショッタ時に

於ける血中ヨーリンエステラーゼの消長

第7章試験管内に於て抗元抗体反応を惹起せしめ

てその沈政手を正常家兎の耳静肱内に注射

した際の血中液性作用物質の消長

緒言

人体の血液中には自律神経系に対する血中液性作用

物質としてアドレナリン様物質とアセチーJレコーリン

様物質とが含まれて居れこの両者は互に平衡を保ち

必要に応じて戎る時はアドレナリン様物質が属加し，

(adrenergic）又，，える時はアセチールコーリン様物質が

増加する（Cholinergic）ものと考えられる（勝田泰成

日木外Ff宝晶22巻 2号）．勝田は Miisser•lえひと Grimm

の万法に依って実験を行い，その結果通常It薬力学的

にワゴトニーと判定された患者の血液が必ずしもヨリ

第8章ー血中に於けるアセチーJレコーリンの増畳程

度と血中液性作用物質の消長

第9章副腎神経を痢j主主したるときの血中液性作用

物質の消長

第101掌副育支配交感神経の不完全切断時及び完全

切断（易リ出感作副腎濯流）時に於けるアナ

プィラ者シヨぇクとその時の血中液性作用

物質の消長

第lH言感作せる家兎に「タラーレ」を注射して筋

肉を麻輝・せしめ，然る後に再感作を行った

場合の血中液性作用物質平衡に就て

第四宣言健常家兎にペンタメチーレンテトラゾーJレ

（カJレヂアゾーJレ）を注射し全身感惑を起

した際の血中液性作用物質平衡に就て

第13章総括並に考案

結論

ナージックであるとは限らず，反対にアドレナージッ

クである場合もあり，叉逆にジンパテ~ ::zトニーと判

定された患者に於て血液がコ Pナージックの反応を示

す場合も/Jlt.？，あることを立証して此の一見矛盾するが

如く思われる事実を次の如く説明、した．即ちワゴトー

に於てfI，通常迷走神経束lj戟物資の庭生を自らW訓じ
ているもので，自律神経系の過緊張状態に陥る危険を

避けて居ると解釈し，此のために自律神経緊張度と血

中液性作用物質とは必ずしも同一方向を示すものでは

ないと述べているが，私も勝回の笑験を追試して彼と

同様の成績を得た．
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特に開腹術後は一定期間血中液性作用物質はアドレ

ナージツグに傾~，外観上シヨ y ク症状を呈する場合

でも，此のまち・突は著明に現われることを知った．

ー体，生体が急激にショッグ状態に陥った際その血

圧を常態に維持し生命を保持せんとして神経性並びに

体液性因子が如何禄に作用するかの問題に関しては，

今日倫多くの未知な点が残されている．そこで広はシ

ョックの定型的なものとしてアナ -;J ~ ラキ シ － v 苦 7

Pを僕び，此の場合に於ける血中液性作用物質の変化

を探究して，これと自律神経系の緊張度との関係を追

求すパく本研究を開始したので、ある．

第I章

実験目的

了ナフ4ラキシーショック時に於け

る家兎の血中漉性作用物質

緒言にも述べたように木研究に於ては，シヨ ヅク時

に於ける自律神経系の緊張状態と血中液性作用物質と

の平衡関係を追求せんとするものであるが，その最初

に於て本章には健常家兎に於ける血中波性作用物質の

平衡状態，牛血清2明日白感作時に於けるその変化並び

に再感作時に於けるその変化等基礎的事実からしらべ

たのである．

実験方法

1感作方法

体重2kg前後の健常家兎に抗元として牛血清又は2

%卵白液の初回感作量として 2～3ccを耳静除から注

入，以後は徐々に増量して長高Secに達せしめた．注

射の間隔は隔日として感作回数は5～6回，再感作は

最終感作2～3週間後に再び耳静店主から 3～4CCの抗

元を注射した．

ii 血中液性作用物質の測定法

大体 Musser及びA.E.Grimmの方法に従い家兎

の耳静除から空気を注入して屠殺し，十二指腸を劉出

し，これを l.Scrriの長さに切断し，水温36～38。c
のタイロード氏液SQccの中に懸垂して，これに絶え

ず~~の空気を送った，斯くすれば懸垂腸管は規則

的に収縮運動を続けるから，これのキモグラムをと

り腸管の運E

きtζ被検家兎の耳静E永カ当ら採耳互しTこ血液， 1 ccをタ

イロ－ r・氏液中に滴下するのであるが，再感作ショ

ック時には血管の甚しい収縮のため耳静肪〈からの採

血は不可能となるので，特に頚静脈から採雌lLた．
xγセチー Jレヨー リンはコーリンエステラーゼに

よって直ちに分解されるため，毎常採血後直ちに（ 1 

分以内） 実験に供した．

この際添加血によって懸霊腸管の運動振幅が指加し

た時は被検家兎血ゃにアセチーJレヨーリン様物質が騎

加していて副交感神経系が血液により刺戟されている

状態と考え，この血液をGrimmの記載に従ってChol-

inergic （以下CHOと勝記）となし，逆に懸歪腸管の

運動が抑制された時は被検家兎血中にアドレナリン織

物質が盾加しており，これにより交感神経系が刺較さ

れている状態と考えてこれを adrenergic（以下ADR

と路記） となした．又家兎の血液を加えても懸垂腸管

の運動に変化を及ぼさない場合には，両液性作用物質

は血中に於て平衡状態を保ち，相互に自律持経系への

刺戟作用を打ち消し合っていると考えて，斯かかる血

液を Negative（以下NEGと略記）：なる諾を以て表わ

すことにした．止じの際，アセチ－Iレコ｛リン様物質と

ヒスタ ミン様物質との伺異は7 トロヒ・ン試験により鑑

別し，又毎実験タイ ロード氏淡を取り換え，前実験の

影響のない様に心掛けた惑は勿論である．

実験成績

突験の結果は一括して第l,

如くである．

2及び第3女に示した

なお対照として健常家むこ再感作時に使用した際と

同一量の抗元を注射し，直ちに頚静肢から採血した際

はADRJfnを示さなかった．

第 1表 アナフィラキーショックに より て死亡せ

る家兎の血液反応．

諮問同判的後｜；様
1 I 2.5 I NEG i CHO I CHO 
6 I 2.11 CHO I CHO I CHO 

7 11.SINEG ICHO ICHO 

9 ! I.8!NEG !CHO !CHO 

，.五感 ｜ 
作時｜

働三 才－-_, 

ADRI約1時間後托亡

NEG [ 2-3分後死亡

NEG 12-3分後死亡

NEGl2 3分後死亡

第2表 ショックに依り死亡しなかっ

た家免の血液反賂．

免｜体重！. .,. ＂＂品！ . .，.，，，.，体｜再燃｜再悠＇~~~型｜雌
呑号！kg，，.，，，，＿削！＇＂＂，十円作前｜作時 l主；，＇；8長II叩 事－

J 

2.1 NEG CHO 

2.4 NEG CHO 

2.1 CHO CHO 

2.4 NEG CHO 

2.0 NEG CHO 

CHO ADR 2 

CHO ADR 2 

CHO ADR 

CHOIADR 2 

CHO ADR 1 

3日後 C

:4日後 C
日日1*-c 
！：＼円後 C

13日後 C

0 

0 

HO 

0 

0 
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第3表対照として無感作家完に待感作時使用せ
るとド司法（3～4cc）の抗元を静肱内に注入
したる後その血液を別問腸管に作用させ

た場合の反応．

家兎｜ I I 
番号｜体重kgI注射前｜ 注射後
10 I 1.9 I CHO j CHO 

ll I 2.0 I CHO I CHO 

12 I 2.0 I CHO I CHO 

第 1章の所見小指

健常家兎は大体に於てNEG血であり，これを馬血清

を以て感作すれば次第に CHO血となる傾向があれ

再感作ショック時に於ては内臓諸器官の態度からすれ

ば明かにワゴトユーの状態であるにも拘らず，その際

は著明にADR血に傾く事実を知った．

且日ち健常家兎に於ては一般にその血中液性作用物質

はNEG血で即ち自律神経の何れかーブゴに対する刺戟

作用を示すことはなく，ごく稀に｛筆か乍ら CHO血の

ものがある．ところが感作家兎では常に CHO血に変

化する傾向を示した．

而して再感作によりショック状態となった際に，シ

ョック最中に於ける血液を検査すると，ショックによ

り死亡しなかったものは何れも著明なADR血反応を

示したのである．而も此の際家兎の一般状態は気管支

燈僚によって呼吸は停止し， l腹壁を通して著明な腸管

の客動1G進が透視され，叉果尿の失禁が起る等，いづれ

の点からしても劇交感神経系の爆発的興復状態にある

と考えられるのであるが，併し事実に於て此の際は反

対に著明なADR血反応を示し，只窪懇後直ちに死亡し

たものの中3例（家兎番号 6,7, 9）に於てのみ NEG

.I(nを示した．而してADR血を示してなお死を免れた家

兎は2～4日後には第2表のま日く NEG血となりその
後CHO血に還元したので－ある．

感作後の血中
液性作用物質

舗山
附図 1

アナプ 4ラ考シーショッ
ク時の血中液陸作用物質

雌品！制
.. 
s CHO 

第 2:1臣 家兎のアナフィラキシーショッタ時

に於ける血中アドレナリシ様物質

の量的変動

実験目的

第1主計こ於ては我々は牛血清の再感作によってアナ

-J ~ ラキシーショックの状態に陥った際，家兎は著明

にADRtiilに変化する事実を知ったのであるが，然らば

’此のショ、フタ時に於けるADR血は如何なる機序によ

って起るか，即ち血中液性物質相互間に於て相対的な

平衡状態の変化が起ったためであるか，又は血中のア

ド己トリン様物質が突際に治加したものであるか，此の

点が問題となるのであるが，佐属医，大栗．和国等はショ

ック発現によって副腎静除中のアドレナリンカ：著明に

増加すると報告しておりまた小川，広岡等は副腎内の

アドレナリンはその際減少すると報告し， Smith1企び

Ravitzは副腎内アドレナ！） ，；；＇の指減は招来されない

と報じている．そこで私は Blockの方法に従ってアナ

ヲ 4ラキシーショ ック時の血中ア ドレナリン様物質を

生物学的に測定して，まずこの問題を吟味した．

実験方法

10匹の娃を用意して，夫々の鮭の両限紅彩筋を損傷

せぬ様に注意しながら眼球を摘出，その1つ宛を：0.6

%の食損水 1.0ccを容れた小容器に浸漬し同一鮭の1

限は血中ア i-・レナリ ン機物質の検定に他眼はその対照

用として使用した．食温水中には実験前約1時間浸漬

放置して，検定用及び対照用の瞳孔の大きさが等大と

なった眼球を10対撰んで不等のものは除外した．

次に被検家兎の耳古事E永から採血し0.6%食塩水を

以て .2,4, 6, 8, 10, 20, 30, 40, 50倍の9種の稀釈液

を作り更に非続釈原血の合計10種をそれぞれ検定用眼

球を浸した食主主水中に 1.0cc宛加え，時聞を追って観

察し常に対照用続孔の大きさと比較して判定を下し

，た．かくして瞬孔散大を来す最大稀釈値を以て各被検

郵J物の血中アドレナリン様物質の増減を比較検討した

のである．即ち本法は勿論血中アドレナリン様物質含

有量の化学的定量法ではなく生物学的，相対的比較に

過ぎないのであるが，我々の突験目的はこれで充分に

泉し得るのである．｜碕孔の大きさはJレーベを用いて肉

眼的に検し，出来るだけ誤差を少くする様努めた．

蛙の瞳孔は同ー稀釈度液中にあっても長時間作用せ

しめる程臨孔は散大するので，大体3時間迄の散大度：

を標準とした．判定記入哉は第4表の如くである．

実験結果は第5表の如くである．

即ち感作後の血液では殆んど鴎孔の散大を認め得な

かったものが，再感作時の血液では10～30倍稀釈度差~！
臨孔散大を朗らかに認め，これによって再感作後ADR
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第 4表

~~.HJ~I !1 ! l!I ~I~ 
等号｜体重kgI 感作後 再感f乍後

13 2.0 30倍十

14 1.9 20倍十

15 1.9 30倍十

16 2.0 30倍十

17 2.0 10倍十

血反応を呈する際にはやはり血中にアドレナリン様物

質が実際、に地加するものであることが判明した．

第2章の所見小指

牛耳111管を以て感作した家兎が再感作時にADR血の

反応を呈する理由は血中にアドレナリン様物質が笑際

に楢量するからである．

ttU章南側副腎創出后に再感作走行った
時の家兎血中液性作用物質の消長

実験目的

牛血清再！感作による家兎ア十マィテキシーシヨ ヅク

時には血中アドレ十リン物質は著しく矯量するが，然、

らばこの酒量はよlきして副腎から分泌されるアドレ十日

γ様物質そのものであらうか，此の疑問を解くため

に，次で副腎易日出家兎に就て再感作試験を行い，その

血中液性作用物質の態度を検討した．

実験方法

感作2週間後の家兎を腹位に固定し，背側から皮膚

切開を加え版膜外より腎臓に達すると，腎臓の梢々上

方に副腎かE見通つれ容易に之を捌1±1し得る．但しこの際

下空静肢を鼠傷すると出血死を沼くから注意を要す

る．

又両側副腎を同時に易リ出するときはシヨJク死を来
す場合が多いのでー側別出後，ノ他側はショック状態の

軽快した4～5日後に創出する．またー側のみ割出す

る場合は脱落症状として一過性の食慾不振が現われる

のみで聞もな《依復するが，両側を易I］出すると態度の

食慾不振，体温下降，呼吸促進を来して遂に衰弱のた

め死亡するか，或は一時次第に諸症状が快復しても大

体6～7日f乏には死亡し，特に感作さたた家兎は健常

家兎に叡べて副腎別出後の生存期聞が非常に短縮され

ているので，私は止むをえず諾症状の回復するのを待

って両側腎劉出後1～3日目に再感作を行ったのであ

る．

実験成績

実験成績は第6表の如くで、ある．

第6表 両側目lj腎を別出せる＊兎に再！議行：実験を
行つ？と場令の血液反応．

家兎 i体filI I 
番号 Ikg .1感作後｜両話惜別u~後｜ 再引午後
I I I ICHO→ADR 18 I 2.2 I CHO INEG ( 2日日）｜
｜ ｜ ｜ ｜ （死亡）
19 I 2.0 I CHO !NEG ( 3日日llCHO （死亡）
20 I 1.9 ICHO IADR (I日日）ICHO （死亡）・

21 I 2.0 I CHO IADR ( I日日llCHO （死亡）
22 I 2.0 ICHO INEG ( 2日日JICHO （死亡）

感作後は前述の如く大体CHO血に傾くがこれに両

側副腎創出を行うと一時ADR血となり，その後2～3
日でNEG血となる．これは劉出前の副腎が外科的浸

襲を受けることにより刺戟されてア下、レナリン様物質

が血中に一時僧量した為にか叉は他の不明の原因によ

りCHO血状態が消失してNEG血の形となるものであ

らう．

而して両側副腎劉出後にアナブ 4ラキシ．ーシヨヅク

を起した家兎は例外なく死亡し，その際はすべて CH

O血でその内1例のみはCHO血弱 ADR血となった

が，既に7 ，..レナリン様物質の主生産地と考えられる

副腎の存在しない時にはア十ブ 4ラキシーシヨヅタ時

にみられる副交感神経系の緊張光進に対して血液の反

応も亦平行的であって即ち CHO血が立証される．而

して此の際金例とも再感作後間もなく死亡したもので

ある．

第3意の所見小括

アナプ 4ラナシーシヨ yク時には臨床品ι状として副

交感神経系の爆発的緊張克進がmわれるが，血液はこ
れtこ反して自律神経系の平衡を維持せんとする如く著

明なADR血となる．而もそのためには副苦手が主要な

役割を演ずるものであって，個体はこの際のアvレナ
Pン様物質に依ってアナプ 4ラキシーショ ック死から



第4号

の実験を試みた．

一体アナプ 4ラキシーショック時に於けるショ ッタ

発現に就ては現在なお穏々の議論があり，例えば化学

説でもヒスタミン学説（Code，四島，岡田，中根｝に

あっては該ショック時にヒ A ダミンの血中指加を認

め，これを木現象の木態と考えているが，一方アセチ

－｝レヨーリン学説（中村，大賀）を主張する一派は，

アセチー1レコーリン注射時の状態の方がヒスタミン注

射時の夫よりもアナプ 4ラキシーシヨ 'Jl'/に近似する

と述べている，

そこで先ずアセチーJレコーリンを注射した場合の血

中液性作用物質がどの様な状態を示すかを検査した．

実験方法その 1 ¥ 

健常成熟家兎の耳静肱からアセチ－1レヨ－vンの1
～2）を注射してショックを起させ，顎静肪tから 1.0

ccの血液を採取して血中液性作用物のー平衡状態を

Miisser及び Grimmの方法に依り観察した．

実験成績

実験成績は第8表に示した如〈である．
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免れるものと考えられる．

本実験家兎は再感作後何れも間もなく死亡している

が，第u言副育保有家兎の実験に於てもア十ブィラキ
シーショック時NEG血であった家兎は窪調書後 2～3

分で死亡しているが，此の事実もこれ等家鬼の副腎が

既に何等かの理由で機能不全に陥っており，ジヨツグ

時にアドレナリン機物質を分泌して副交感神経系の過

緊張状態を軟げ，血圧の致命的下降を防止し得なかっ

たためと考えられる．

附図2 副腎別出後アナブ 4ラキシーショックの

血中液性作用物質

州制
B 

宜

叫側
CHO. 

企

｜アセチ一円』リ
シシヨツグ時

ADR 

ADR 

ADR 

アセテールヨーリ，， l～2rを静詑せる家

兎の血波反応．

家兎｜ ｜ 
番号｜体重 kgl

28 I 1.9 

29 I 2.1 

30 I 2.0 

第8表
第3章の補遺

試みに健常家兎の両側副湾を易リ出して後援く微量の

抗J'Gを注射して感作実験を狩ったところその成績は第

7表の如くになった．

第 7表

lfii 身トJ・泊1

CHO 

CHO 

CHO 

即ちプセチーJレヨ－9ンシ ョッタ時にもアナブ 4ラ
キVーショッグ時と同様にADR血となった．

実験方法その2

次に両側副腎創出家兎にアセチー1レコーリンシヨヂ

グを起させた．

実験成績

実験成績は第9表に示じた如くである．

kg ｜死亡するまでの注射回数

内。。
O

Y

A

T

－
－
の
t
M

1.9 

2.0 

1.9 

2.0 

2.1 

体重＊兎干番号

q
a
a
U
2

’b
k

U

弓
d

n
J
H
q
A

の
A

n

L

のゐ

ショック時

CHO 

CHO 

CHO 

両側副腎別出家兎にアセチ－！レヨーす y

(1～2y）静注せる際の血液反応． ！ 

等号｜体重同｜悶l腎易I)If.I後｜

31 I 2.0 I NEG ( 2日fl)
32 I 2.2 I ADR 1 l日fl)
33 I • 2.0 I NEG < 2日日）

全試獣は1～3聞の感作で死亡した．此の司王突は副

腎の機能脱落、は再感作時のショックは勿論，感作とい

う異種蛋自の輸入にさえも堪え得ない程その個体の抵

折力が減弱するものであるζとが物語っている． 第9表

アセチールコーリシショック時の

血中；凌性作用物質の消長

第4掌

即ち両側副T容易リ出後の再感作時と同様に此の場合は

CHO血となり決して ADR1!1tとはならなかった．

実験目的

然らば何故に以上の我々の突験結巣が示すように感

作すると CHOJfnとなり，まずこ時感作後は如何なる過

料立経亡血中0）アドレナリン機物質の分泌が促進され

ゐのであろ Jか．この問題の解決の一助として以下次
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第5章 己ス 5f·~ シショック時に扱ける血

中渡性作用物質の消長

実験目的

次にアナプ 4ラキシーショックに対するヒスタミン

学説に茶きこれを注射した場合の血中液性作用物質の

平衡状態を検討した．

実験方法

第4章と同様な実験方法を採り唯アセチー1レコーリ

ン静注の代りにヒスタミン 1～2yを家兎の耳静E永から

注射して，ショッグを誘発せしめ，頚静肢から1.0cc 

の血液を採取して Miisser及びGrimmの方決に依り

検査した．

実験成績

実験成績は第10表の如くで，この場合もやはりこと

どとく ADR血に傾くのである．而して両側副腎別出

家兎に於てはADR血の反応を示さないのである．

第4章及び第5重量の所見小指

以上のま口くアセチールコ－ 9；；を注射しても，或は

叉ヒスタミンを注射しても血中波性作用物質の平衡は

何れもアナプィラキシーショック時の時の夫と同様に

ADR血となるものである．

第10表 ヒスタミン（1～2y）を静注してショック

を発現せLめ？と場合の血液反応．

容｜瓦~~と前 ショッタ時

ADR 

ADR 

ADR 

附

ヒスタミショッタ時の
血中液性作用物質 ヅ

濯

R

ヨ
物

D

シ
用

A
門

ン
作
幽
園
間

P
性
川
阻
醐
劇

コ
液
姐
網
棚
州

日
蜘
酬

3
Z
酬
棚

；

ア

ク

1
1

図

問糊l明
第6章 感作家兎及びアナフ4ラキショック

時に於ける血中コーリシエステラ

ーゼの消長

実験目的

前章迄に我々は感作家兎は次第に CHO血に傾く事

実を知り，之が再感作アナ7 ~ラキシーシ司 7 タ時に

於ては突如として著しいADR血に変化する事実を知

った．感作家兎が何故に CHO血に傾くかというこ

とが此の際新しい問題の一つであるが，又再感作時

ADR血に傾く理由も向検討の余地があろ．然るに古iJ章

に於てヒスタミンョアセチーJレヨ－ 9；；等を家兎に注

射した際これ等薬物の作用から見ればCHO血に傾く

であらうとの予想に反して事実は此の際もショッタ状

態の発現と共に寧ろ著明にADR血となったので、ある．

その理由を考えてみると，先ず血中に埴加したアセ

チーJレコーリン様物質が副腎神経（Cholin~rgicnetve)

を刺戟して大量のアドレナリンを血中に放出せしめた

結果血液にはアセチーノレコーリン様物質が増量してい

るにも拘らずア i-・レナHン様物質の量がこれを上まわ

って全体としては相対的に Adrenalinamieの状態と

なり ADRJl'llに傾い7こと考えるか，J:llGは叉アナブィラキ

シ←ショックにせよヒタミンショックにせよアセチ－

Jレ＝ーリンショックにせよ総て糧事殺を誘発すると之が

共通であるから，全身の筋産主堕が反射性に副腎に作用

して大量のアドレナリン様物質の放出を招来したもの

と考えるかのいずれかであろう．

そこで之等の予想を逐次実験的に吟味せんとして先

ず感作時に於けるコ －！） ンエステラーゼ量をしらべ，

それによって此の酵素の変動が感作後の血中液性作用

物質の平衡状態に影響するものであるか杏かを検査し

fこ．

実験方法

纂の別出心洞房標木を使用して生物学的検出方法に

依り，アナブイラキシーショッタ時の家兎血中ヨーリ

ンエスアラーゼ（以下ChEと記称）の消長を検した．

即ち家兎の血清を Pングル氏液で5倍に稀釈し，そ

れにlOyのアセチールコーリンリングJレ氏液を同量に

加えたものを0.1cc宛5分毎に逐次的に纂の洞房標本

に作用させて，アセチ＿，レヨーリン分解の経過を時間

的に追求して行七アセチールコーリンが分解したとさ

れ，洞房標ワ本の収縮高にもはや変化を及ぼさなくなる

迄の時聞を以て ChEの活性を測る指標とした．

注意：募の ChE量は季節的変化が大であるので〔菊

野〕 ChEの変化の最も少い時期，特に 11～12月の

聞を撰んで本実験を行った．叉標準アセチールコー

リンとしてはオピヅー V（第1製薬製）を使用した．

実験成績

実験成績は第11,12表に示す如くである．

即ち健常家鬼に於ては5～10分間（第11表）感作後
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第11表対照無処置家兎の血液中ョーリエステラ

ーゼ景をアセチールコーザン分解時間に

て示せるもので時間の大なる程コーリン

"'" 7-テーラゼ:fitの少いことる志川、す．

家兎番号 体設 kg 健常家兎

37 1.9 5分

38 2.0 10分

39 2.0 5分

第12表丹感f'l'illi後の家兎血•！J::i ーリ γ エ兄テラ

ーぜf詮をアセチ －）レコ－ 9ン抑時間に

て示せるもの．

後
一
作

一

分

分

分

ha尚
一

日
υ
n
υ
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3

E
，一

2

2

2
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分

分

rx
一戸、
d
n
υ
z
d

．
回
世
一
守
A
Y
A

’A

再
一引一

il
l
l

－
K
一

円

y

n
y

司

A
n
υ

長
一

1

1

2

2

体
一
兎
号
一
－n
U
胃
A

。，“

家
帯
一

4

4

4

43 10分 20分

44 Ul 15分 25分

の家兎では10～15分の間（第12表）でアセチ－ Iレコー

リンが分解される．家兎の血t俸の ChEは特異的ChE
であり，アセチールコ一日ンの’加水分解に主要な佼割

を果すものであるから，上述の実験成績からすると感

作家兎の ChEは減少し，体内で産生きれたアセチー

Jレコーリン様物質の加水分解度は低下しそれによって

感作後はCHO.n'llとなり得ることが一応考えられる．

然るに再感作後は20～25分で初めてアセチーJレコーロ

ンが加水分解され，即ちその際血中の ChEは感作時

の夫よ り更に一層減少しているのであって，而も此の

際はADR血となるからChEの消長を以て感作血から

再感作血への祖要性作用物質平衡変化の模様を統一的に

税明することは不可能である．

所見小活

家兎.n'Il済中の ChE量は感作tこより梢々減少の傾向

を示し，再感か時には更に一層減少してくる如〈でら

るから ChEの消長から感作時の CHO血，再感作

時のADRlfrrの発現後序を説明することは不可能であ

る．

第7章試験管内に於て抗元抗体反応を惹

起せしめてその沈澱子走健康家兎の耳静豚

に淫射した際の血中波性作用物質の消長

実験目的

アナプイラキシーショックに於て ADRI血をもたら

す直接イソF用者は抗元抗体反広の抗元であろうか，それ

とも反応の結果産出されるある穫の物質であろうか，

この点を吟！来するために試験管内に於て抗元抗体反応

を惹起せしめて沈官投手を分騰し，食峰1.Kと混じた後健
常家兎の耳静E永内に住射してその時の血中液性作用物

質の消長を検査した．

実験方法

先ず充分感作した家兎の血清5αを採しこれに同一

抗元である牛血清5ccを加えて抗元抗体反応を惹起せ

しめこの沈被手を分離し，沈毅子を3ccの生理~肢を猛

の中に入れてよ〈綴斧しこれを健常家兎の耳静』永から

注入した．

実験成績

実験成績は第13表の如くADR血に変化する兆候は

全く認められなかった．

即ち此の結果からみて抗フ匂責：体1支応が生体内に於て

起る時に始めてChEの減少を来たし，他方に於てADR

血に傾くものなることが判った．

第13表 試験管内抗元抗体反応によりて生じたる

沈澱子を家兎に静注したる際の血液反応．

家兎｜体重｜ I I 
番号 1kg I 注射的 ［注射後 ｜ 沈澱反応

:: I ~：： I ~：~ 
CHO I 21 まで（十）
CHO・ I 210まで（＋）
CHO I 28 まで（＋）

第8章血中にがけるアセチーJI.コーリシ

の増量程度と血中液性作用物質の

消長

実験目的

前章j乞に我々は感作動物及び再感作動物の ChEは

正常以下に減少することを知ったが，この事実は感作

動物がCHO血に傾くことの説明には適するが，再感

作動物が，反対に ADRI血に傾く事実とは相反する．

然るに我々は他方に於てアセチーJレコ －）｝ ンを大量に

血中に送り込みシヨツクの状態を誘発した際には却っ

てADR血に傾く事実を挺えている．共処で血中めア

セチーJレヨ －）｝ ン様物質の量と液性作用物質の平衡状

態とを追及して此の一見矛盾せる現象を解明せんとし

7こ．

実験方法

家兎を2群に分け第1群には腸管緊膜下に極く少量

即ち 1～10yのアセチーJレコ－ ）｝ ンを注射し，第2若手
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には2000～6000）＇とし、う犬最ヴアセチ＿，レコ－ 9ンを

注射して両者の血中液性作用物質平衡をしらべ7こ．

実験成績

実験成績は第l4衰の如くである．

第14表家兎の腸管楽膜下に稜々なる抵のアセチ
-Jレコーリンを注入したる際の血液反応．

家蒐I桶！注射前｜法射最｜注射後｜
骨19-I kg ; I I l 
o
o
nソ

n
u
司
A

d
q
A
q
q
u
r
a
 

即ちアセチーJレコーリ〆の少量注入後は血中液性作

用物質はCHO血であるが，大量を注入すると却って

ADR血に変化するのである．

所見小揺

れldberg,Minz及び辻村等は副育髄質の神経支鹿

を解明し，副脅からアドレナリン様物質の放出を促進

する神経はコーリン作働性であることを報告してい

る．従って血中のアセチー1レヨーリン様物質増量は当

然副長f神経末端に作用してこれを刺殺し，アドレナリ

ン様物質を血市ゆ放出せしめる筈であるが，木実験結

果から見ると少量のアセチーJレコ一日ン注入は倫国j腎

髄質を刺戟するに到らず血中のアセチ－Iレコ－9ン様
物質の作用を凌駕して全体として ADR血に変化せし

めることは出来ないが，これに反して血中にアセチ－

Jレコーリン様物質が大量に増加した際にのみ初めて副

腎髄質は充分の刺戟を受けることになれ従って実弛

から血中に放出されるア 1－・レナリン様物質の量は莫大

なものとなり，却って ADR血に変化せしめるものと

考えられる．

併し又一方アセチ－Iレコーリンの大量注射は度々全

身の筋庖殺を誘発しシ司ツク症状を出現するものであー

るから，此の際の筋摩習の有無力：ア vレナリン血の出

現を左右する原因であるかも知れぬ．

第9章副腎神経を刺載したときの血中液

性作用物質の泊、長

実験目的

前章記載の如くアナブ fラキシーショック時に於て

はADR血に傾くが，これは副腎神経に対するアセチ

ールコ－9ンの事lj戦に依るものではないかとの推定を

確める一段として木章二於ては健常家兎の副宵神経を

電気的に京lj戟して文の際ADR血に傾く科髄質力、らア

vレナリン様物質が放出されるか否かを検した．
実験方法

健常家兎を腹臥位に固定し，背部から腹膜外に副腎

を求め，訴；で副腎に来る交感神経を探し出してこれに

常的に細い糸をかけ，軽く牽引して電気刺戟（DuBois 

Raymond 4 Volt.極間距離 5～15cmの間）を30～60

秒間持続的に行って， 2～3分後にそめ耳静除から血

｝夜1.0ccを採り，前同様の方法で

しら dミfこ．

実験成績

実験成績は第15表の如くであって電気刺戦直後は伶

CHOn'rtで、あったが2～3分後［ては九てADR血に変化

しTこ．

第 15表

墾L1~1 塑巴性緊臨｜糊後
52 I 2.0 I CHO I直後 ICHO 
53 I 1.8 I CHO I直後 ICHO 
54 I L9 I CHO I 2 3分後 I ADR 

；；｜：：｜：：； 2 3分後 I ADR 
2-3分後 I ADR 

第10章副腎支配交感神経の不完金切断時

及び完全切断時にがけるアナフ4

ラキシーショッタとその際の血中

；夜性作用物質

実験目的

前章に於て我々は副腎支配交感神経幹のー木を刺戟

することに依りADR血に変化することを知ったが，然

らばアナプイラキシーシヨアク時に於て副腎神経がど

の程度まで重要な役割を占めるものであらうか，此の

点を解明するために次の2実験を行りた．

実験その一

実験方法

先ず副腎神経を切断して手術的侵襲の影響が消退し

た後，即ち手術後2～3日で家兎に再感作を行ったの

であるが，腹腔を聞いて友），~の交感神経を完全に切断

せんとすれば，手術的侵襲が余りに大となり試獣は九

てショックにより＇ E亡したので，腹膜外に入る方法を

撰んだが，此の方、法では到底完全なDenervationは不

可能で、あった．併し副腎神経の支配力をこれによって
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比較的に確めることは可能である．そこで斯かる状態

に於て先ず突験を行う事として腹膜外から内臓交感神

経斡（左右1本づっ）を切断した感作家兎を造り，そ

の後2～3日で、再感作実験を行った．

実験成績

笑験成績は第16表の如くである．

第 16表

家養号兎｜｜体霊 1沼｜｜ 切断後 ｜再感作（2～3日後）

57 1.9 CHO ADR 

58 2.2 NEG ADR 

59 2.1 NEG ADR 

li!nち副育支配交感神経幹左右1本づつの切断のみで

はアナプイラキシーショッタ時の ADR血を阻止する

事は出来なかった．

実験その2

．実験方法

実験第2として我々は神経の完全な切除後に於て再

感作副腎髄質のプドレナリン様物質放出をどれ税

Mobilisieren （刺戦）するか，即ち再感作用抗元が経血

行性にどれ科副湾を事lj戟し得るかをしらべfこ．

実験方法

濯流してその准涜液中に現われて来るアドレナリン織

物質の置を益事む綱耕票木によっ生物学的に測定した．

実験に用いた量l蝉標本は最後にメチレンプラウ色素

液を瀦流し，然る後標本を切開して濯流色素が守，fをに

副脊髄質を青梁しているか否かを確め，青染の不完全

なものは海流実験がが成功しなかったものとして，そ

のデータは破棄ltこ．

実験成績

実験脇績は第4図の如く対照として副脅を生理的食

塩水を以て濯流した場合その濯涜液は多少ともアドレ

ナ H ン＆：~Q;を示し萎心の運動は指大するが，感作用抗

元カ日食屋7.Kを以て海流しても慕心の運動は無変化であ

るか，少くとも対照以上のア，..レナリン様物質の放出

を示さなかった．

従って完全にDenervationされた副腎が血中の再感

作用抗元によって特に大量のアドレナリン様物質を放

出するとは考えられない．

第n• 感作した家兎にタラーレま注射し
て筋肉を麻簿せしめ，然る后に再

感作走行った場合の血中；夜性作用

物質苧衛について

家qょを充分に牛血清を以て感作した後，その左右副 実験目的

腎を動静尉tを附したま L丁寧に剥殿別出しtこ．この劉 我々は前章の実験に依て再感作による副Jぜからの7
出標本の動肱又は静除に注射針を挿入し動肱→扇iJ背髄 γνナリン大量放出は，経血行性に副腎髄質が抗元に

質→静除又は静除→副腎髄質→ili7J除の方向に生理的食 より直接刺戟されるのではなくて神経性反射によって

塩水及び感作用枕元の1摘を加えた生理的食短水当事会 刺戟されるものであろうことを知ったが，然らば此の

附図 4

.，.，，・＂＇ .予、‘...,,. ’.t,t. 
健
常
家
兎

H色t.
.,.v哨 J

ii醐醐醐
.... ≪ 

醐醐醐

反射の源は何であろうか．我均

は先に全身性の筋怨療をも問題

とした．何故ならば，アセチー

Jレコーリシショッグにせよヒス

タミンショックにせよ筋怒筆な

る症状はアナブイラキジージヨ

ツクと共通であって，此の際は

何れもADR血が出現するから

である.liWち筋症僚と ADR血

なる共湿な2つの現象の聞に相

関性を考えるのは此の際当然で

あると言わざるを得ない．

実験方法

感作した家厄が呼吸麻簿を起

して死亡しない程度即ち体重1
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kgに対して O.lcc程度のクラーレを耳静肱から除ノょに

注射し，しばらく家兎の状態を観察した後初めて再感

作を行った

実験成績

突験成績は第17表の如くである．

第 17表

歪互匝豆函zτ感作後｝τ装~NM
60 I 2.5 I NEG I ADR （ム）｜ 紐いt盛聖襲
61 I 2.3 I CHO I ADR （÷）｜ 窪哲量なし
62 I 2.2 I NEG I ADR （÷）｜痩慾なし

即ち再J感作後に於て筋座懇は殆んど或は全く認めら

れずその際ADR血±で，Ji!Dち筋趨穆の抑制jによりアナ

7 イラキシーシヨアタ時の ADR血化は阻止されるの

である．而して疫療を起さなかった家兎2頭は間もな

く死亡した．

附図 5

タラーレ注射後

'f' 
8 NE(f 

再感作後

令

8 ADRC÷J 

第四章健常家兎にベシタメチーレシテト

ラゾール（カルヂアゾー，.. ）走注射

し：金身痩撃を起した際の血中；連性

作用物質卒衡について

実験目的

ダラーレの注射により筋態態と ADR血なる共通な

2つの現象の聞に相関性を考之られたのであるが更に

確実にするためペンタメチーレンテトラゾー /I/ （カJレ

ヂアゾール）等の注射により中断性全身感電揮を起させ

て血中液佳作用物質を検査した．

実験方法

健常家兎にカルヂアゾール50～lOOmgを耳静除より

注射し怒轡時の血中液性作用物質を検査した．

実験成績

実験成績は第18表の如くである．

即ちカルヂアゾー1レ痩療はアナプイラキジーショッ

ク等と臭り血流な良好に保たれて危険はなく死亡しな

第 18表

等：1体重 kg' 注射前
63 2.2 CHO 

64 2.1 CHO 

65 2.2 CHO 

富図6 カJレヂアゾール注射時

の血中液性作用物質

<f' 

" A.OR 

第 9,10, 11, 12章の所見小括

法射後

ADR 

ADR 

ADR （÷） 

い．この時の血中液

性作用物質はアナプ

イラキシーシヨ Yク

の時程著明でないが

ADR血に傾た筋虚

務と ADRJillの相関

性が考えられる．

前主言及び本章の実験結果に依れば，アナブイラキシ

ージヨツク時の国l腎鎚質事IJ戟は経血行性に再感作就元

が直接副腎に作用するものではなくて，神経反射性に

起るものでありその際シヨアク時の筋窪療から反射性

に国l腎神経を介して副腎髄質を刺戟し，その強きに応

じてアドレナPン様物質の大量放出を誘発することが

有力な原因となることが判るのである．

而してアナプイラキシーシ司クク時に比しセカルジ

アゾ－Jレ注射時の血液アγレナリン反応が軽度なる理
由は先づ筋窪療の程度が前者に於て後者より も強力に

現われるがためと考えられるが，然ι此の他にアナプ
イナキシーショック時はカルジアゾ－Jレ注射時に比し
て甚しい血圧低下を来すが故に此の際，頚ili'h除寮や犬

動E永弓部に於ける圧感受器より反射が起り，既知の如

く副腎髄質のア ドレナリン放出を促進する事実をも考

慮しなければならぬ．

第13章総括並に考案

以上の如く我々は家鬼に笑験的アナブイラキシーシ

司ツクを招来せしめ，その過程中に於て Miisser＆び

Grimmの方法に従って血中液性作用物質の消長を観

察した．

その結果家兎の血液は牛血清或は卵白を用いて感作

すると，この家兎の血液は別出腸管に対して運動促進

的に作用するよ うになる．則ち Grimm等の記載に従

えばCHO血に傾くものであることが塑）－ ，，二・而して

斯かる家兎に再感作を行うとその個体の消化管その他



358 日木タ1科宝曲第23巻第4号

に爆発的副交感緊張性症状を出現するに拘らす著明な

ADR 11'rrの状態を示すものである．即ち此のショック

状態にある家兎の血液はこの為に用意された家兎劉出

腸管の運動を著しく抑制した．

そこで此の間の血中液性作用物質平衡変佑の発現機－

序を知らんとして実験に匡したので、あるが，先ず感作

時の家氾てはコ－vンエステラーゼが減少する事実を
見出したので，此の事が感作家兎の血中アセチーJレコ

ーリン様物質の分解を抑制LてCHO血を出現せしめ

るかの如ーくに恩われたのである．

併しアナプイラキシーショック時に於ける ADR血

の由来をBlockの生物学的測定法を以て分析的に検査

した結果は明瞭にア γレナリン様物質が血中に増強さ

れることを知り，またこの際のヨ－vンエステラーゼ
は初回感作時よりも更に減少していることを確認し得

たのでコーリンエステラーゼの面からは以上の事実を

説明し得ないとを知ったのである．

実処で更に我々は血中にアセチーJレコーリンそのも

のを注入して人為的にJii叫夜のアセチー1レコーリンを増

量させたのであるか，其の結果1～2yの如き少量のア

セチーJレコ－vン注入ではADR血とはならず，反っ
て1000）＇以上の大量を注入すると初めて ADR血に変

化する事実を認めた．

JWち血中のアセチールコーリン様物質iこせよヒスタ

ミン様物質にせよその量が充分に増加してショック症

状が発現するに及んで初めて副腎は大量のアドレナ H

ンを血中に放出するものである．

然らば感作動物の副腎は如何なる刺戟に反応してア

，..レナPン様物質を大量に放出するかが問題である

が，両側副腎易リ出を行った感作家兎は再感作時にADR

血を示さず，ADR血の発現に此の際副腎の存在は欠く

べからざるものであることがわかった．次で然らばか

Lる副腎が神経反射性に反応する結果か，或はまたI直

接に抗元に対しては体液性に反応する結果か，換言す

れば再感作時に於て副脊髄質が抗元に対して異常な反

応を示した結果であるかY問題となるので，これを分

訴的にしらべた結果，易リ出感作副！替は抗元濯流によっ

て何等特別な態度を示さず，即ちア vレナリン様物質

の大量成出なる現象が現われぬ事から考えると再感作

抗元がi直楼副腎髄質に作用してアドレナリン様物質の

大量放出会促すことは考えられない．

次に副湾の神経刺戟実験結果は確実に ADR血をも

たらすので，副書fが林経反射性にアvレナリン様物贋

を放出するということが確認された．

然らば此の反射源、は何であろうか．我々はタラーレ

を以て筋控室寮を抑制L然る後に再感作を行ったところ

副腎が存在するにも拘らずADR血とはならなかった．

即ちアナプイラキシーショック時に神経反射性副脊髄

質元f百合惹起せしめる有力な源は他の血圧感受装置よ

りのl支射を除けば筋肉の感轡であることが判るのであ

る．

更に我々はヒスタミン喝アセチールコーリン等に依

るショック時に於ても ADR血を見て居るが斯る血液

反応1:l:.7ナプイラキシーなる抗元抗体反応に独特の物

ではなくて全身のショック症状に共通の生体反応なる

事実を知ったが故に，軍ろアナブイラキシ一時のADR

血は全身副交感系の爆発的λ；奮に際して国l腎が生命維

持のために反射性元奮を生じ髄質から大量のア γレナ

Pン様物質を血中に放出して危期を免れんとするもの

であると考えざるを得ないのである．

Se!yeはアセチ－／レコーリン． ヒλ タミン等により

誘発される，ショック時に於て副腎髄質が大量のアド

レナリン様物質を放出することを認めて，これを彼の

警告反応 Alarmreaktinの概念に於て統一的に説明

しているが．我々の実験結果からすればアナプイキシ

ーショック時の ADR11'11もまさにその範騰に属するも

のである．彼は斯かる際副腎髄質はやはり神経反射性

に反応するもので直接的反応で、はないと言っているが

我々の見解も全くこれと一致するものであれ而して

斯かる反射源として筋症轡が一つの頗る重要な椴位を

占めるものであるこ乏を知ったので、ある．

結 論

家兎を用いてアナプイラキシーショック時の血中液

性作用物質の消長を検査して次の如き結果を得たw

1) 健常家兎は大体に於てNEG血であり，これを感

作すれば次第に CHO血となる傾向が認められ，再感

作時には著明に ADR血となった．

2) かく再感作時ADR血の反応を呈する理由は血

中にア，..レナリン様物質が実際に増量するからである

3) アナブイラキシーショッタ時には副交感神経系

の爆発的緊張克進が現われるが，血液はこれに反してr

自律神経系の平衡を維持せんとする如く著明なADR

血となるが，その為には副腎の存在が主要な役割を演

ずるものである．

4) 7セチーJレコーリンショック時でも，或は又ビ
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A ！／ ミンショック時でも，血中液性作用物質の平衡は

何れもアナプイラキツーショック時と大差なく ADR

血となる．

5) 家鬼血清中の ChE量は感作によって柏、々減少

の傾向を示し，再感作時には更に一層減少してくるか

らChEの消長から感作時の CHO血と再感作時の

ADR血の発現機~を説明することは不可能である．

6) アナブイラキシーシヨアク時の副腎髄質事lj戦は

経血行性に再感作抗元が直接国j青に作用するものでは

なくて，シヨアク時の筋皇室穆その他から反射性に副腎

神経を介して副管髄質を刺戟し，それによってアドレ

ナPン様物質の大量放出を誘発するものである．

稿を終るに臨み終始御懇篤なる指導を賜った木村助

教授，その他余の研究作業に援助を惜しまなかった研

究室各員に深謝し，且つ本研究は女部省科学研究費の

援助を受けたことを併記して感謝のJ設を捧げる．
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癌

Carcinoma of the Breast 
Results, Evaluation of X-radiat10n, and Relation of Age 
and Surgical Castration to Length of Surminal 

george V. Smith, M. D.; F. A. C. S., and Olive W. Smith, ph. D., 
Surg. Gyn. & Obst. Vol. 97. 1953. 508～516 

結果， X線照射の評価，及び年齢と外科手術的去勢と生存期間との関係．
George V. Smith, M. D., F. A. C. S., and Olive W. Smith, ph. D., Brookline, massachusetts 
著者の病院に於ける1905～1946聞の乳癒739名に就て，共の治療5～10年後の結果，及びX線治療，
手術時の年齢及び予防的去勢と生存期間との関係に就て以下の結論を出して居る．
①外科と関連Ltこ支線治療は肢寓淋巴腺伝移の患者に於て生存を延長した．
癌の組織学的悪性度を軽度のものより1.2. 3.とした場合， X線照射は第3度のものにのみ有効で、あ
り，此の場合披禽淋巴腺転移の有無は無関係である．

①最も生存期間の短いのは40～60才の月経閉止前後即ち更年期の居者である．
③予防的卵巣切除は40才以下及び59才以上の患者ばかりでなく40～59才の患者の生存期間を延長する．
④卵巣の予防的X線照射は生存を永くすると云う証拠を得た．
併して②⑨④の説明として，更年期の卵巣の生理的退縮に帰せられる変化が乳癌の臨床的悪性度を一層
構大するのではないか，即ち，
(i）更年期には estrogenの効果は progesteroneの適期的産出によれその代謝の変化と分泌の一時的
減少を来し月々中断される（若い婦人の乳癌の急速な発育の場合は progesterone，の欠乏が関係し
ているかもしれない．
(ii）更年期の聞はestrogenの効果は初期には少し不完全に週期的に中断されるが，後にはprogesterone
の分泌欠乏と欠除により全く中断されない．
(iii）老婦人の場合はj estrogenの効果は，極く少量とは云え持続的分泌により継続する．
勿論脳下垂体は直接に叉は逆に比の過程に含まれるに違いなく，多分 estrogenが逆に脳下垂体に影響
すると云う事が estrogenそれ自体より乳癌の刺戟にもっと重要性があるのではなかろうか．

（林敏彦）


